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イメージング機器の新しい導入形態である
MPS（Managed Print Service）

鈴木　正宏

プリンタやMFP（Multi Function Printer：複合機）な

どのイメージング機器は、事務機として必須の機器となっ

ている。これまで、イメージング機器の導入は、本体は

買い取り、トナーなどの消耗品は無くなる都度に購入す

るケースが多かった。しかし、イメージング機器のコスト

の最適化と可用性の向上が求められる中、これまでとは

異なった導入形態が求められるようになってきた。

本稿では、イメージング機器の新しい導入形態である

MPS（Managed Print Service）の特徴と、MPSを支え

る機能要素について説明する。

MPSについて、当社では「お客様の印刷環境をアセス

メントした結果に基づく最適化提案によって、お客様の

業務の生産性向上とコストダウンを実現するサービス群」

と定義している。

MPSのサービスレベルは、図1に示すように、3つのス

テージに分類できる。以下に各ステージのMPSの特徴を

述べる。

ステージ1

最も基本的なMPSの形態であり、イメージング機器の

利用状況やコストを可視化することに主眼を置く。多く

の企業では、イメージング機器の導入が部署ごとに行わ

れており、企業全体で稼動している機器の台数や、トナー

などの消耗品にどれだけのコストをかけているのかを把

握できていない場合が見受けられる。ステージ1では、機

器の台数と消耗品の使用状況を一括して監視できる手段

を導入することで、イメージング機器が効率的に配置・

運用されているかを診断して、改善策を提案する。

ステージ1のMPSは、企業規模を問わず導入できる管

理サービスである。

ステージ2

ステージ1に加えて、イメージング機器の可用性向上、

セキュリティ確保およびエコロジー推進のためのサービス

が追加される。

オフィスに設置されているプリンタのトナーがなくなっ

ているにもかかわらず、そのことに誰も気づいていない、

もしくは、気づいていても誰も交換用のトナーを注文し

ておらず、結果としてプリンタを使うことができなかっ

た、という経験が誰しも一度はあると思う。ステージ2で

は、機器の状態を、ネットワーク技術を活用して監視す

ることで、トナーがなくなる前に新しいトナーを配送する。

また、機器の故障を監視または予測して修理および保守

のための技術者を派遣するといった、ダウンタイムを最

小限に抑えるためのサービスを提供する。

プリンタに出力した印刷物を誰かに持ち去られたり、

MFPのFAX機能やスキャン機能によって情報が外部へ漏

洩する心配がある。ステージ2ではIDカードによる印刷制

限、機能制限を提供することで、イメージング機器から

の情報漏えいを抑止して、セキュリティを確保するサー

ビスを提供する。

さらに、機器の利用状態の統計値から、両面印刷や集

約印刷といった紙の消費削減に有効な機能の利用状況を

レポートして、エコロジー推進をサポートするサービス

を提供することもある。

ステージ3

イメージング機器の運用コストの最適化や可用性の向

上が達成された次のステップとして提供されるサービス

である。ステージ3のMPSでは、機器に関連するコスト

や可用性だけでなく、イメージング機器に関連するビジ

ネスプロセス全体についての効率化まで踏み込んだ改善

MPSの特徴

図1 MPSのサービスレベル

ステージ１ ステージ２ ステージ３ 

■  把握 
■  診断 
■  改善 

■  可用性向上 
■  セキュリティ 
■  エコロジー 

■  業務プロセス 
■  システム改善 
■  ペーパーレス 

お客様の印刷環境をアセスメントした結果に基づく最適化提案によって 
お客様の業務の生産性向上とコストダウンを実現するサービス群 



33OKIテクニカルレビュー
2010年10月／第217号Vol.77 No.2

プリンティングソリューション特集●

活動を提案、実施する。

オフィスの紙文書を削減する手段として、紙文書をス

キャンしてPDFなどの電子データに変換したのち、共有

サーバなどのストレージデバイスへ格納する試みは、す

でに多くの企業で行われている。紙文書の電子化により、

紙文書を保管するための物理的なスペース（ファイルや書

棚など）の削減が図られてきた。しかし、ストレージデバ

イスに格納された電子文書の検索や保管期限管理をどの

ように実現するかという問題が顕著になってきている。ま

た、領収書や取引の証憑の保存など、未だにペーパーレス

化が図れないビジネスワークフローが存在する。これら

の問題を解決する手段として、電子文書管理システムや

イメージワークフローシステムといった情報技術による

アプローチが図られてきたが、いずれも大量の紙情報を

扱わなければならない企業、たとえば保険業などの限ら

れた業種で導入されるに止まっていた。ステージ3では、

電子文書管理システムやイメージワークフローシステム

など、これまでシステムインテグレーターが提供してき

た情報技術的な解決手段を、イメージング機器の納入ベ

ンダーが提案、実施することで、入力手段であるスキャン

や、出力手段である印刷も含めた最適化と、お客様のビ

ジネスプロセスの効率化を同時に提供する。

ステージ3のMPSは、大企業を中心に提供されてきた

が、情報技術の発達と低価格化にともない、最近では中

規模の企業でも導入するケースが見られるようになって

きた。

MPSを提供する上で必要とされる機能要素を表1に示す。

以降、それぞれの機能要素について述べる。

（1）機器ディスカバリー

機器ディスカバリーは、以前は調査員がお客様の会社

内を巡回して、人手でイメージング機器の設置状況を調

査していた。現在では、お客様のネットワーク内の全て

のイメージング機器の設置状況と利用状況のスナップ

ショットを、情報技術を活用して取得する。具体的には、

お客様のネットワークに接続されている機器のIPアドレス

を総当りで検索して、イメージング機器であるかどうか

を判定する。具体的には、SNMP（Simple Network

Management Protocol）によりPrinter MIB（RFC1759,

MIB=Management Information Base）からイメージ

ング機器の存在と機種名を認識する。機器の利用状況と

しては、印刷枚数やトナーなどの消耗品の残量を読み出す。

この場合は、Printer MIBだけでなく、Private MIBを読

み出す場合もある。設置状況と利用状況のスナップ

ショットを一定期間（たとえば1ヶ月）おいて取得して、

その差から印刷枚数を把握する。この技術はソフトウェア

で実現されることが多く、お客様のコンピューター上で、

バックグラウンド処理により情報を収集するものや、USB

メモリなどの可搬ストレージデバイスに実装されるもの

がある。写真1はUSBメモリに実装された機器ディスカバ

リーツールの例である。

（2）最適化分析

最適化分析は、機器ディスカバリーで得た情報から、現

在の印刷コストを算出して、印刷コストや運用コストの

低減を実現する機器構成を生成する機能である。イメー

ジング機器の機種ごとに印刷コストのデータベースが準

備されており、機種名、台数、印刷枚数から最適化前の

総コストを積算する。最適化分析の目的はイメージング

機器が効率的に配置・運用されているかを診断すること

であり、印刷コストの高い機器を低コストの機器に置き

換えたり、複数の機器を1台に集約することにより、総コ

ストの低減を実現する提案につなげる。また、機器の利

用者の動線（利用者から機器までの移動経路）をコストに

換算して、機器の設置場所を最適化することで、お客様

の生産性を向上させる提案につなげる場合もある。

これらの最適化分析は完全に自動化するには至ってお

MPSを支える機能要素

MPSステージ 

機器ディスカバリー 
最適化分析 
提案書生成 
遠隔監視 
消耗品自動発注 
遠隔サポート 
自動故障分析 
修理出動指示 
エコレポート生成 
機能制限・出力管理 
電子文書管理 
イメージワークフロー 

ステージ１ 
○ 
○ 
○ 

ステージ２ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

ステージ３ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

表1 必要とされる機能要素

写真1 機器ディスカバリーツール
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らず、人手で試行錯誤する部分が残っている。分析者の

経験に頼る部分が多いが、今後のMPSの普及に併せて自

動化が望まれている。

（3）提案書生成

提案書生成は、最適化分析で作成した改善案を提案書

としてまとめる機能である。提案書の作成自体は自動化

が進んでおり、最適化分析の結果から、ワードプロセッ

サーのマクロ機能を活用して、ほぼ人手を介することな

く提案書を作成している。

図2に自動的に生成された提案書の例を示す。

（4）遠隔監視

遠隔監視は、お客様のイメージング機器の状態を当社

の管理センターからリモートで監視する機能である。近

年のオフィス機器はLANで接続されることがほとんどで

あるため、イメージング機器の状態はSNMPによりネッ

トワーク経由で読み出すことができる。しかし、一般的

には当社の管理センターはお客様のLANの外にあるため、

管理センターからSNMPで直接、読み出すことができ

ない。具体的には、お客様のLANとInternetの間にはフ

ァイヤーウォールが設置されており、Internet側からLAN

側へのアクセスを禁止している。また、ファイヤー

ウォールはSNMPなどの管理プロトコルの通過を禁止し

ている場合がほとんどであり、管理センターからお客様

のLANに直接に接続することはできない（図3）。

この問題を解決する方法として、次の方法が考えられる。

（a）イメージング機器自体がHTTPS（Hypertext Transfer

Protocol over Secure Socket Layer）などのプロトコル

で状態を送信：

ファイヤーウォールはLAN側からInternet側への

HTTPSプロトコルによるアクセスを開放している。これ

は、LAN側からウェブブラウザによるInternetアクセス

を可能にするためであり、大部分の企業で実現している。

そこで、機器自体がHTTPSにより管理センターのウェブ

サイトに接続して、機器の使用枚数、トナーなどの消耗

品の状況、故障や磨耗などの機器の状態を送信する。こ

の方法は、機器がお客様のLAN上に接続されているだけ

で実現できるという利点がある一方、HTTPSはリアルタ

イムにセッションを構成するため、管理センター側のウェ

ブサイトで膨大なセッション数を処理しなければならな

いという欠点がある。

（b）イメージング機器自体が電子メールにより状態を送

信：

ファイヤーウォールはLAN側からInternet側へのSMTP

（Simple Mail Transfer Protocol）によるアクセスを開

放している。これは、電子メールの送信を可能にするた

めであり、大部分の企業で実現している。そこで、機器

自体が自己の状態を電子メールの本文として管理センター

へ送信することにより、機器の状態を転送することがで

きる。この方法は、機器がお客様のLAN上に接続されて

いるだけで実現できるが、機器ごとにメールアカウント

の設定が必要になるという欠点がある。

（c）イメージング機器自体が電話回線を通じて状態を送

信：

MFPはFAX機能を内蔵している場合が多い。FAXはモ

デムの一種とも考えられ、多くのFAXでデジタルデータ

図2 提案書

図3 ファイヤーウォールの制限
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を送受信するモードを内蔵している。そこで、機器自体

が自己の状態をFAXのデータモデムモードで管理センター

へ送信することにより、機器の状態を転送することがで

きる。この方法の欠点は、電話回線を使用するため、プ

リンタのように電話回線へのアクセス手段を持たない機

器には適用できないこと、および、管理センターと電話

回線で接続するため管理センター側に大量の受信用モデム

を準備しなければならないこと、の二点である。

（d）お客様のLAN上で機器情報を収集するエージェント

ソフトウェアを実行：

お客様のネットワーク上でイメージング機器の状態を

巡回して読み出すエージェントソフトウェアを、常時、起

動しておく方法である。このソフトウェアの基本技術は

前述の機器ディスカバリーのものを流用できるため、多

くのMPSの事例で利用されている。エージェントソフト

ウェアは管理対象の機器の状況（使用枚数、トナーなどの

消耗品の残量、故障や磨耗などの状態）をSNMPで読み

出す。複数の機器の状況は圧縮ファイルにまとめられて、

HTTPSもしくはSMTPにより、Internetを通じて管理セ

ンターへ転送される。この方式では複数の管理対象機器

の状態を1つのHTTPSセッション、もしくは1つのメール

アカウントで送信することができるので、イメージング

機器自体が自己の状況を個別に送信する方式に比べて、管

理センター側の負荷を軽減することができる。近年では、

イメージング機器に高性能の制御装置が搭載できるよう

になったため、お客様のネットワーク上で稼動している

機器の中の1台が、自らエージェントソフトウェアを実行

することにより、ソフトウェアを常時起動しておくため

のPCやサーバを不要とすることも可能になってきている。

（5）消耗品自動発注

管理センターへは管理対象のイメージング機器の情報

がInternetを通じて集められる。集められた情報には、ト

ナーなどの消耗品の残量の情報が含まれている。ステー

ジ2のMPSで提供されるサービスのひとつは機器の可用

性の向上であり、消耗品がなくなって機器が使用不可能

になる前に、交換用の消耗品をお客様へお届けすること

で、可用性を向上させている。管理センターでは数千か

ら数十万台の機器を管理する必要があり、どの機器に対

して、どの消耗品をお届けするべきかを判断するプロセス

を自動化しないと、現実的な運用は不可能である。これ

が、消耗品自動発注プロセスである。

管理センターでは、あらかじめ規定された消耗品残量

を下回った機器に対して、消耗品の発送指示を出す。発

送のトリガーとして使用する消耗品残量の閾値は、輸送

に必要な日数と、お客様の印刷量に鑑み、消耗品が完全

になくなる前に交換用の消耗品が届くようにコントロール

されなければならない。また、これらの発送作業、およ

び、発送にともなう請求作業は膨大なものであるため、一

連のプロセスがプログラムによって自動的に実行される

ようになっている。

（6）遠隔サポート

お客様のイメージング機器に障害が発生した時に、い

かに迅速に解決手段を提供できるかは、ステージ2のMPS

における可用性の向上を大きく左右する。機器を提供し

ている多くの企業では、お客様からの問い合わせに対し

て、電話で対応するコールセンターを設けている。コー

ルセンターの対応を迅速に進める上で、オペレーターが

機器の障害状況をいかに正確に把握できるか、という点

が重要である。通常、お客様は機器の状態や操作パネル

のエラー表示を、電話でオペレーターに伝えようとする。

この時点で伝えられた情報に誤りがある、または、不足

していると、オペレーターが適切な解決案を提示するま

での時間がかかってしまい、結果的に機器のダウンタイム

を長くしてしまう。

遠隔サポートでは、障害発生の申告があった際、対象

の機器の状態をオペレーターの管理画面に表示すること

で、お客様からの障害状況の申告が不完全であっても、オ

ペレーターが正確な機器の状態を把握できるようにする。

遠隔サポートを実現する技術としては、すでに管理セン

ターが受信済みの状態履歴を用いる方法と、障害が発生

した機器から最新の状況を管理センターへ送信する方法

とがある。後者の方法では、障害の申告を受けているオ

ペレーターの管理画面と機器との間で双方向の通信を確

保することが必要になる。この場合は、機器の内部状態、

たとえば内部の各センサーの指示値や表示パネルの内容

をオペレーターの管理画面に表示させることが可能であ

り、遠隔の管理センターにいながら、機器が目の前にあ

るかのごとく障害診断を行うことが可能になる。さらに、

オペレーターの管理画面から機器の設定などを行うこと

も可能であり、お客様の機器設定の誤りを、遠隔から修

正するといったサービスも可能である。

（7）自動故障分析

管理センターに集められた機器の情報から、故障の予

兆を自動的に分析する。前述の遠隔サポートでは、お客

様から機器障害の申告を受けてから復旧までの時間を短

縮することを主眼においている。これに対して、自動故
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障分析は、機器に障害が発生する前に、障害の発生を予

測して、事前保守を行う。たとえば、用紙カセットから

紙を繰り出す給紙装置において、一定期間内に発生した

給紙不良の回数が規定値を超えた場合に、給紙装置の送

りローラーの摩滅が進行していると予測、完全に給紙不

良になる前に技術員を派遣して、送りローラーを交換する。

完全に給紙不良になってしまってからでは、技術員が到

着して作業が完了するまでがダウンタイムとなってしま

うが、自動故障分析により事前保守を実行すれば、作業

員が到着するまでのダウンタイムを短縮することができる。

このような事前保守はこれまでも行われており、たと

えば、定期巡回保守契約を締結している機器に対して、巡

回技術員が目視により摩滅を発見、部品交換をしていた。

しかし、定期巡回保守契約は一般に高価であり、イメー

ジング機器のダウンタイムがお客様の業務に重大な影響

を与えるような場合にしか締結されないケースが多かった。

逆に言えば、市場の全機器台数に対して、定期巡回保守

契約の対象台数が少なかったため、技術員の人間系によ

る事前保守が実現できていたといえる。

ところが、MPSは一般の事務機としてイメージング機

器を使用するお客様を対象にしており、これまでの定期

巡回保守契約対照機器に対して、事前保守を適用する台

数が飛躍的に多くなるという問題がある。一方、定期巡

回保守を実施する技術員の数は限られているため、この

ままではMPSで必要な事前保守を実現することが困難に

なる。そこで、自動故障分析では、管理センターで受信

する機器の状況をプログラムで分析して、事前保守を実

施すべき台数を自動的に絞り込んでいる。この分析には、

これまでの定期巡回保守による技術員のノウハウのプロ

グラム化や、機器開発時の故障予測パターンの設計情報

を活用する。

プログラムで事前保守すべき機器が限定できるので、技

術員を大幅に増やすことなく事前保守を実施することが

できる。この結果、機器の可用性を向上することが可能

になる。

（8）修理出動指示

お客様のイメージング機器に障害が発生して、遠隔サ

ポートにより修理が必要であると判断された場合は、至

急、技術員を出動させなければならない。一方、事前保

守は障害が発生する前の、予測による保守であり、修理

出動の緊急性は低い。そこで、修理のために技術員が出

動する際、修理対象機器の近隣で事前保守が必要な機器

が存在する場合に、修理のついでに事前保守を行うと、技

術員を効率的に出動させることができる。また、技術員

の出動場所が複数にわたる場合に、各出動場所の移動距

離を最短にするルートを地図情報システムと連動して検

索することにより、技術員の移動効率を向上することが

できる。加えて、機器の利用頻度が低い場合、障害が発

生しても、お客様が気づいていない場合がある。管理セ

ンターに集められた機器の情報には機器の障害状況も含

まれているため、お客様からサポート要請の申告がなく

ても、管理センター側から技術員を出動させて、修理を

行うことも可能である。

（9）エコレポート生成

地球環境保護の観点から、オフィスの紙の使用量や電

力の削減が急務となっている。ISO14000による管理を

行っている企業では、紙と電力の削減状況を数値として

把握する必要がある。イメージング機器のエコロジー推

進として、2ページの印刷を1枚の紙に印刷する両面印刷

の活用や、1ページに複数のページを縮小して印刷する集

約印刷の利用が有効である。これまで、従業員に両面印

刷や集約印刷の使用割合を自己集計させる例はあったが、

MPSの導入により、両面印刷や集約印刷の利用件数を機

器自体が計数して、管理センターへ数値を読み出すこと

ができるようになる。また、電子写真方式の機器では、印

刷時と待機時で消費電力が大きく異なるため、正確な積

算消費電力を計算するのが困難である。管理センターに

収集されるデータに機器の印刷時間と待機時間を含める

ことにより、正確な積算消費電力を求めることができる。

これらの情報をエコレポートとして自動生成して、ス

テージ2のMPSのサービスとして提供することで、お客

様のエコロジー管理に役立てることができる。

（10）機能制限・出力管理

情報漏えいは企業にとって致命的なダメージとなる。電

子メールや可搬型記憶デバイスによる情報漏えいに注意

が払われている中で、イメージング機器による情報漏え

いは見過ごされがちである。たとえば、ノートパソコン

の持ち出しは守衛所の手荷物検査で発見できる可能性が

高いが、かばんの中の印刷出力した紙片を見つけるのは

困難である。また、MFPのスキャン機能により情報を電

子化することで、大量の紙情報をコンパクトにしたり、

FAX機能で通信回線を経由して外部へ伝送できるように

なっていること自体が、情報漏えい対策の抜け道になっ

ているといえる。そこで、印刷、スキャン、FAX、コピー

といった情報漏えいの手段になる可能性がある機能を、利

用者の権限に合わせて制限するというアイデアが生まれ

てきた。具体的には、IDカードに記憶された人事情報に
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基づき、利用できる機能を制限する。

また、オフィスで共用している機器に、誰も取りにこ

ない印刷出力が残っている状況が散見される。ほとんど

は印刷したことを忘れていたり、意図しない機器に出力

したために出力先が判らなくなってしまったケースである。

これらの印刷物は、他に人の手に渡ることで情報漏えい

の原因になったり、不要な紙の消費としてエコロジー推

進の妨げになっている。そこで、利用者自身のIDカード

を機器にタッチすることで、その人の印刷だけが起動さ

れることで、だれも取りに来ない印刷の出力を抑止する

ことができる。

機能制限・出力管理は、ステージ2のMPSの付帯サー

ビスとして提供される。

（11）電子文書管理

MFPのスキャン機能は、紙文書を手軽に電子文書に変

換することができるため、オフィスの紙文書の氾濫抑止

に役立っている。ところが、今度は大量の電子文書がパ

ソコンやサーバのディスク装置内に氾濫するという事態

に陥っている。紙文書を電子化する目的のひとつに、後々、

必要な時に電子文書を探し出して利用する、ということ

が挙げられるが、ディスク装置内に氾濫している電子ファ

イルは、紙文書に比べて一覧性が著しく劣るため、紙文

書と比較しても検索性が悪いという問題がある。そこで、

電子文書管理システムを導入することで、電子文書の検

索、保存と、保存期限を越えた電子文書の廃棄またはアー

カイブをコンピューターの支援で行えるようにする。

紙文書の保管において分類と索引の作成が重要なよう

に、電子文書管理の要諦は、電子文書をディスク装置に

格納する際に、適切な分類とインデックスを付与するこ

とである。分類とインデックスの付与は、紙文書を電子

化する時に実施することが肝要であり、MFPの高機能操

作パネルから、スキャンした本人が分類とインデックス

を入力する。さらに、高機能操作パネルに表示される分

類とインデックスの選択肢自体が電子文書管理システム

から可変になっており、インデックスの内容を自動的に

制限することで、検索性の向上を図っている。

電子文書管理はステージ3のMPSで提供されるサービス

であり、イメージング機器のサービスというよりは、む

しろ業務システムサービスである。

（12）イメージワークフロー

EDI（Electric Data Interchange＝電子情報交換）シス

テムが発達して企業間の情報交換が電子化されるように

なっても、領収証や納品書などの紙による情報交換を完

全になくすことは未だに実現されていない。そこで、紙

の情報を電子化して、EDIによる電子情報管理の仕組みへ

流す処理のことをイメージワークフローと呼ぶ。イメー

ジワークフローの出発点は、紙情報をスキャンして電子

文書に変換することである。電子文書管理に類似して、ス

キャンした本人がMFPの高機能操作パネルから、電子文

書を処理すべきEDIを指定する。電子文書管理における電

子文書の送付先がディスク装置であるのに対して、イメー

ジワークフローの場合はEDIに送付される。

以上、イメージング機器の新しい導入形態であるMPS

の特徴と、MPSを支える技術的要素について説明した。

MPSは、組み込み機器技術、ソフトウェア技術、情報処

理技術、保守技術、および、ビジネスコンサルティング

の複合体として提供されるサービスであり、技術的要素

もさることながら、ビジネスモデルを含む総合力が要求

されるビジネス形態の上に成り立っている。当社のMPS

ビジネスにおいて、開発途上の機能も残っている。一方

で、MPSの利用による改善は、企業活動全体に波及すべ

く進化を続けており、MPSを提供する側には柔軟な発想

とビジネス対応力が求められている。

今後は、OKIグループ全体でお客様へサービスをお届け

する体制を構築すべく、MPSのビジネスモデルを拡大し

ていきたいと考えている。 ◆◆
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